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7月1日

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中

　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神 戸 有 馬
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神戸ハーバー
神 戸 西 神
神　戸　中
　小　計

例会数
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3
4

当月末 増減
平均出席率
％

82.04
98.41
98.20
93.91
90.11
82.60
90.88
89.39
97.63
96.91
96.47
97.77
95.63
100.00
81.73
86.59
87.39
84.98
84.00
87.45
94.78
89.33
100.00
90.02
87.23
100.00
86.01
100.00
93.42
87.27
87.49
87.73
88.89
81.84
85.00
87.50
86.53
90.67
96.11
87.64
89.79
100.00
99.20
90.13
93.36
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明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計
　73RC
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クラブ名 2015年
7月1日

会 員 数

例会数
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当月末 増減 女性
平均出席率
％

81.50
99.02
92.55
93.23
73.26
94.59
84.98
95.60
98.10
90.66
92.79
97.09
98.80
96.00
97.71
98.70
97.66
83.95
91.66
98.25
90.43
95.24
91.91
92.58
97.46
83.82
100.00
85.06
100.00
93.15
91.03
100.00
97.67
100.00
97.18
97.92
81.66
96.00
94.05
92.42
92.41
91.20

34
40
43
37
33
23
210
42
34
28
23
18
145
54
48
40
41
28
25
236
22
21
46
49
33
7
33
21
232
155
109
32
10
82
15
22
425
56
34
29
31
12
36
40
238

37
42
44
38
34
23
218
44
34
27
22
17
144
54
48
40
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27
25
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23
20
45
48
35
7
34
23
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155
109
33
9
78
14
22
420
54
34
26
31
12
39
39
235

3
2
1
1
1
0
8
2
0
-1
-1
-1
-1
0
0
0
-2
-1
0
-3
1
-1
-1
-1
2
0
1
2
3
0
0
1
-1
-4
0
0
-5
-2
0
-3
0
0
3
-1
-3

◆クラブ数………………………………　 73RC
◆2015年7月1日　クラブ会員数……2,833人
◆2016年2月末 　クラブ会員数……2,854人

◆2016年2月末女性会員数………………　104人
◆2016年2月平均出席率…………………91.20％
◆増　減………………………………………　21人増

国際ロータリー第2680地区　2016年2月出席報告
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49
41
44
24
158
42
75
55
45
14
231
55
39
37
45
33
209
36
26
19
36
18
135
83
81
73
75
31
5
348
41
39
49
24
153
34
21
18
18
22
113

2,833

46
40
47
24
157
40
74
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45
15
230
55
42
39
45
31
212
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27
21
37
21
144
90
83
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29
5
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2
2
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-2
3
0
3
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HYOGOロータリー
E ク ラ ブ

事務所
〒651-0087  兵庫県神戸市中央区御幸通8-1-6 神戸国際会館16階
TEL：078-221-1000　FAX：078-221-1013
E-mail maruo2680@sage.ocn.ne.jp
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「ワールドクラス」
ロータリークラブの
会長　幹事の皆様

　春の気配もようやく訪れ、心浮き立つ今日この頃、

会長・幹事の皆様もお変わりなくご活躍のこととお喜

び申し上げます。

　地区大会が皆様方のおかげで無事終了することが出

来ましたこと、重ねてお礼申し上げます。

　さて、４月は「母子の健康」月間です。

　母親と子どもの健康は密接に関連しています。今な

お、世界のどこかで妊娠や出産のために女性が100秒

間に１人の割合で命を落としています。

　母親の死亡率を下げることは、子どもの健康を改善

する上で、非常に重要であり、かつ最優先で取り組ま

れるべき事項であるのです。

　国連のミレニアム開発目標は2015年までに4.5才未満

の幼児死亡率を1990年の水準の３分の１に削減すると

のことでしたが、未だ難しいのが現状です。

　

　2013年の統計では、子どもの福祉のきわめて重要な

指標の一つである５才未満死亡率（U5MR、出生1000

人あたりの死亡数であらわす）の指数が100を超える

国と地域は12あり（日本の指数は３）、2006年に世界

最悪だったシエラレオネは270でした。

　この死亡率の高さが、多産の一因となっているの

です。

　何年か前に、テレビの報道番組で、乳幼児死亡率の

高い地域の母親に

「あなたはどうして沢山の子どもを生むのか。」

と質問をすると、

「あなたたちは生まれた子どもの命を守ってくれる

のか。」

そう、報道関係者たちに答えたのでした。それは今で

も強烈な印象として脳裏に残っています。

　ユニセフの発表によると、毎年、予防可能な原因で

死亡する５才未満の子どもの数は、1990年の1260万人

から2012年の660万人にまで減少しています。

　つまり、およそ50％減です。それでもなお「重要な

課題」は残っているのです。

　生後１ヶ月から５才の子どもの主な死因は、肺炎、

下痢、マラリア、麻疹、及びHIVです。また、世界中

の乳幼児の死亡のおよそ半数は、栄養不足と関連して

います。

　こうした死亡例は、低価格で科学的根拠に基づいた

公衆衛生の介在、すなわち良好な栄養補給や予防注射

によって予防が可能なのです。

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　丸　尾　研　一　（神戸西神）
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　川西英画伯の「兵庫百景」は昭和37年1月から毎日曜日の神戸新聞夕刊紙上に多色刷りとして一景ずつ100回連載されました。
　本年度は、この「兵庫百景」より兵庫県を代表する景色を抜粋掲載させていただきたいと思います。なお、MEMOは「兵庫百
景」より引用させていただき、旧呼称は現呼称をカッコ内に付記いたしました。

本年度の表紙

MEMO
　阪急宝塚線蛍ヶ池駅下車。徒歩で15分。昭和12年に起工され、14年２月完成。20年８月米軍に接収されたが、33年８月返
還、34年７月から国際空港となった。

❖今月の表紙　国際空港（伊丹）

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の
機会とすること。

　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ
仕事はすべて価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリア
ン各自の職業を高潔なものにすること。

　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、
また事業および社会生活において、
日々、奉仕の理念を実践すること。

　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界
的ネットワークを通じて、国際理解、
親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的 ロータリーの行動規範

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。

　１）個人として、また事業において、高潔さ
と高い倫理基準をもって行動する。

　２）取引の全てにおいて公正に努め、相手と
その職業に対して尊重の念をもって接
する。　

　３）自分の職業スキルを生かして、若い人び
とを導き、特別なニーズを抱える人びと
を助け、地域社会や世界中の人びとの生
活の質を高める。

　４）ロータリーやほかのロータリアンの評判
を落とすような言動は避ける。　

月 地 区 活 動 予 定

15：00～
13：30～
　9　：30～

18：30～
16：00～
14：30～
10：30～
13：00～
13：00～
18：30～
14：00～
16：00～
14：00～
10：00～
17：00～
10：00～

第３回研修委員会
阪神第３グループ　ＩＭ
第３回青少年交換委員会並びに
　ホストファミリー・カウンセラー会議
第３回RYLA小委員会
第６回ポリオプラス小委員会
阪神第2グループ　ＩＭ
第7回米山奨学委員会
2016学年度米山記念奨学生・カウンセラーオリエンテーション
国際ロータリー第2680地区ローターアクト指導者育成セミナー
第２回インターアクト小委員会
ロータリー理解研修
第９回世界社会奉仕委員会
RYLAカウンセラーミーティング
IYFR神戸フリートJAPAN　春の懇親会
第８回クラブ奉仕委員会
2016年地区研修・協議会

ガバナー事務所会議室
三田ホテル
神戸三宮東急REIホテル
　　　　　　３階メイプル・ローズ
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
ノボテル甲子園
三宮グランドビル　２号室
三宮グランドビル　３号室
こうべまちづくり会館　２階ホール
ガバナー事務所会議室
姫路・西はりま地場産業センター　９Ｆ　901会議室
ガバナー事務所会議室
余島野外活動センター
洲本市由良町
ガバナー事務所会議室
神戸ポートピアホテル

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所

4

１日(金)
２日(土)
３日(日)

６日(水)
７日(木)
９日(土)
10日(日)

15日(金)
16日(土)
18日(月)
23日(土)～24日(日)
24日(日)
27日(水)
29日(金･祝)

故　黒田　信次　氏（相生）
３月21日　享年82歳

故　西澤　寛　氏（芦屋）
３月16日　享年82歳

訃 報

◆　◆　◆　◆　◆　ロータリー文庫　◆　◆　◆　◆　◆
〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3階

TEL（03）3433－6456・FAX（03）3459－7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　　休館：土日祝日 

職 業 奉 仕 を 学 ぶ
◎「会社は誰のものか」 深川　純一　2015　16p（職業奉仕を学ぶ）
◎「企業の社会的責任（CSR）について」 安平　和彦　2015　10p（職業奉仕を学ぶ）
◎「職業奉仕月間に思うロータリーのこころ」 中谷　研一　2016　 3p（D.2550月信） 
◎「職業奉仕月間について思う事」 梅津　敏光　2016　 1p（D.2800月信）
◎「職業奉仕活動の実例」 保延　輝文　2016　 2p（D.2820月信）
◎「職業奉仕月間に因んで　新入会に向けて」 福田　武男　2015　 4p（D.2510月信）
◎「職業奉仕について」 岩田　勝美　2016　 1p（D.2630月信）
◎「『四つのテスト』は職業奉仕の哲学」 坂本　俊雄　2015　 3p（ロータリーへの私の想い）

［上記申込先：ロータリー文庫］

文　庫　通　信（342号）

故　小林　恒　氏（芦屋）
２月23日　享年72歳



「ワールドクラス」
ロータリークラブの
会長　幹事の皆様

　春の気配もようやく訪れ、心浮き立つ今日この頃、

会長・幹事の皆様もお変わりなくご活躍のこととお喜

び申し上げます。

　地区大会が皆様方のおかげで無事終了することが出

来ましたこと、重ねてお礼申し上げます。

　さて、４月は「母子の健康」月間です。

　母親と子どもの健康は密接に関連しています。今な

お、世界のどこかで妊娠や出産のために女性が100秒

間に１人の割合で命を落としています。

　母親の死亡率を下げることは、子どもの健康を改善

する上で、非常に重要であり、かつ最優先で取り組ま

れるべき事項であるのです。

　国連のミレニアム開発目標は2015年までに4.5才未満

の幼児死亡率を1990年の水準の３分の１に削減すると

のことでしたが、未だ難しいのが現状です。

　

　2013年の統計では、子どもの福祉のきわめて重要な

指標の一つである５才未満死亡率（U5MR、出生1000

人あたりの死亡数であらわす）の指数が100を超える

国と地域は12あり（日本の指数は３）、2006年に世界

最悪だったシエラレオネは270でした。

　この死亡率の高さが、多産の一因となっているの

です。

　何年か前に、テレビの報道番組で、乳幼児死亡率の

高い地域の母親に

「あなたはどうして沢山の子どもを生むのか。」

と質問をすると、

「あなたたちは生まれた子どもの命を守ってくれる

のか。」

そう、報道関係者たちに答えたのでした。それは今で

も強烈な印象として脳裏に残っています。

　ユニセフの発表によると、毎年、予防可能な原因で

死亡する５才未満の子どもの数は、1990年の1260万人

から2012年の660万人にまで減少しています。

　つまり、およそ50％減です。それでもなお「重要な

課題」は残っているのです。

　生後１ヶ月から５才の子どもの主な死因は、肺炎、

下痢、マラリア、麻疹、及びHIVです。また、世界中

の乳幼児の死亡のおよそ半数は、栄養不足と関連して

います。

　こうした死亡例は、低価格で科学的根拠に基づいた

公衆衛生の介在、すなわち良好な栄養補給や予防注射

によって予防が可能なのです。
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　川西英画伯の「兵庫百景」は昭和37年1月から毎日曜日の神戸新聞夕刊紙上に多色刷りとして一景ずつ100回連載されました。
　本年度は、この「兵庫百景」より兵庫県を代表する景色を抜粋掲載させていただきたいと思います。なお、MEMOは「兵庫百
景」より引用させていただき、旧呼称は現呼称をカッコ内に付記いたしました。

本年度の表紙

MEMO
　阪急宝塚線蛍ヶ池駅下車。徒歩で15分。昭和12年に起工され、14年２月完成。20年８月米軍に接収されたが、33年８月返
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❖今月の表紙　国際空港（伊丹）
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　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、
また事業および社会生活において、
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１日(金)
２日(土)
３日(日)

６日(水)
７日(木)
９日(土)
10日(日)

15日(金)
16日(土)
18日(月)
23日(土)～24日(日)
24日(日)
27日(水)
29日(金･祝)

故　黒田　信次　氏（相生）
３月21日　享年82歳

故　西澤　寛　氏（芦屋）
３月16日　享年82歳

訃 報

◆　◆　◆　◆　◆　ロータリー文庫　◆　◆　◆　◆　◆
〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3階

TEL（03）3433－6456・FAX（03）3459－7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　　休館：土日祝日 

職 業 奉 仕 を 学 ぶ
◎「会社は誰のものか」 深川　純一　2015　16p（職業奉仕を学ぶ）
◎「企業の社会的責任（CSR）について」 安平　和彦　2015　10p（職業奉仕を学ぶ）
◎「職業奉仕月間に思うロータリーのこころ」 中谷　研一　2016　 3p（D.2550月信） 
◎「職業奉仕月間について思う事」 梅津　敏光　2016　 1p（D.2800月信）
◎「職業奉仕活動の実例」 保延　輝文　2016　 2p（D.2820月信）
◎「職業奉仕月間に因んで　新入会に向けて」 福田　武男　2015　 4p（D.2510月信）
◎「職業奉仕について」 岩田　勝美　2016　 1p（D.2630月信）
◎「『四つのテスト』は職業奉仕の哲学」 坂本　俊雄　2015　 3p（ロータリーへの私の想い）

［上記申込先：ロータリー文庫］

文　庫　通　信（342号）

故　小林　恒　氏（芦屋）
２月23日　享年72歳
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シカゴ・ロータリークラブの５人目の会員

A  Talking  Knowledge  of  Rotary

地区研修リーダー　三木　明（姫路）

　1920年の初めに、ポール・ハリスはシルベスター・シールにこんな内容の手紙を送りました。

「シカゴクラブの基礎作りの創始期に行われた様々な行事のことを振り返ってみると、ハリー・ラグルスの貢献度は、

他の誰のものも完全に霞ませてしまうものだった。だが、その頃の写真に彼が入っていないのは、私の正義感を大い

に傷つけている。」

　ハリー・ラグルスは、シカゴ・ロータリークラブの第５番目の会員でした。ポールたち４人のいわゆる『創立メン

バー』について語られる時には、ハリーは含まれていなかったのです。シカゴクラブの創成期の会員であったチャー

ルズ・ニュートンも

「ハリー・ラグルスこそロータリーの殿堂にその名を刻まれるべき人であった。」

と述べています。

　彼は、シカゴクラブの初代会計で、４代目の会長になるのですが、私たちが例会や各種会合の始まりに歌うことを

教えてくれたのは、ハリーなのです。

　シカゴクラブの例会が活気のないものであった時、

「さあ、みんな。歌を歌おう。」

と言って、座っていた椅子の上に立ち上がり、『あなたを恋人と呼ばせて』という歌を皆で歌ってくれるよう促した

のです。

　有名な音楽歴史家のシグマン・スペースは、

「アメリカではよく見られる光景ですが、第一次世界大戦以前に始まった地域社会で歌を歌う習慣の先駆けとなった

のは、ハリーとロータリーだった。」

と述べています。

　ハリーの職業は、印刷業で、1911年当時存在していた16のロータリークラブにチェスリー・ペリーの装丁で、

ポール・ハリスのメッセージを掲載した12ページの冊子「The National Rotarian」を印刷したのは、ハリーの会社

でした。その後、公式機関紙「The Rotarian」の初版も印刷しました。また、初期のシカゴ・ロータリークラブの

200名いた会員の約３分の２は、ハリーが直接的、間接的に勧誘したと言われています。そして、インディアナポリ

ス、ペオリア、ミネアポリス、セントポールなどにクラブを創立するために大きな貢献をしたのです。

　ハリーは、『真のロータリアン』としての全ての資格を備えていました。彼を尊敬する人が、

「彼は信頼できて、時間を守り、『この世には悪人など存在しない』というほど正直でまっすぐな人でした。」

「そのうえ、第一級のユーモアのセンスを持ち合わせた人で、あまり習慣にとらわれない社交上手な人でした。」

と述べています。

　ハリーは、北ミシガンの貧しいけれど厳格で正直なメソジスト信者の農家に生まれ、育ちました。印刷会社でアル

バイトをしながらノースウェスタン大学で学び、60年間印刷業を続けたのです。子供や孫、ひ孫にも恵まれ、晩年

は、最愛の妻ジョセフィンとカリフォルニアで楽しく暮らしました。

　ハリーは、カセドラルシティ・ロータリークラブとパームスプリングス・ロータリークラブの合同例会に出席する

途中で心臓発作を起こし1959年の秋に亡くなりました。文字通り、最後までロータリアンとしての生涯を送ったの

です。きっとロータリーソングを心の中で歌いながら、天に召されていったことでしょう。

Girl Scouting            
in Japan

　先月の「水と衛生」でも書きましが、この水と衛生

が母子の健康に深く関わっています。

　ロータリーは、母子の健康を改善し、５才未満の死

亡率を減らすための活動と研修を支援します。

　ロータリー財団は、ロータリアンが以下の形で、母

子の健康を改善するのを支援します。

　１．５才未満の幼児の死亡率と罹患率の削減

　２．妊婦の死亡率と罹患率の削減

　３．より多くの母子に対する基本的な医療サービス

の提供、地域社会の医療及び保険関係のリーダー

と医療提供者を対象とした母子の健康に関する

研修

　４．母子の健康に関連した仕事で活躍していくこと

を目指す専門職業人のための奨学金の支援

以上、４項目であります。

　

　日本では、大正時代の平均寿命は約43才でした。働

き盛りの急死が多かったわけではなく、乳幼児死亡率

が高かったため、平均寿命を押し下げたのです。

　太平洋戦争直前の日本では、1937年に、後の母子手

帳の根拠法令となる母子保険法が施行されました。

　これは、1941年の人口政策確立要綱で見られる

「１夫婦５児」のような、戦時体制下の極端な人口増

加施策の一環でした。

　1942年、国による妊産婦手帳制度が発足し、戦時下

においても物資の優先配給が保証されるとともに、定

期的な医師の診察を促すことを目的とした、日本独自

に発展した母子健康手帳が発行されました。

　こうした結果、出産から保育の環境が著しく急速に

整備されました。

　1980年代にJICAの研修で日本を訪れていたインド

ネシア人の医師が、母子の健康に貢献する優位性に着

目し、母国での母子健康手帳の普及を思い立ちました。

　インドネシアで、1989年から試験的に手帳の配布が

開始され、有効性を認識した日本政府も支援に乗り出

し、1998年から「母と子の健康手帳プロジェクト」と

して普及が進められたのです。

　インドネシア版の母子健康手帳は、日本の手帳と比

べて大型（Ａ５ノートサイズ）で、イラストを多用す

るなど、文盲の母親も解るよう工夫されており、簡易

な育児書としても活用できるよう作成されています。

　

　JICAでは、母子健康手帳を意識した研修指導を行

うようになり、メキシコやパレスチナでの普及に着手

していて、いずれはアフリカ諸国をも視野に入れた普

及を目指しています。

　日本がどんどん国際社会に貢献できることは素晴ら

しいですネ。

　なお、小生は子どもが無いので、実は母子手帳を見

たことがありません。

　今月はこの辺りで筆を置きます。
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RYLAセミナーへのお誘い
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RYLA Seminar
第38回　青少年指導者養成セミナー

主催
国際ロータリー第２６７０ ・ ２６８０地区
ＲＹＬＡ運営委員会District 2670/2680 RYLA 募 集 要 項

講 師 紹 介

テ ー マ ： 「 家 族 」

　今、皆さんはどんな暮らしをしていますか。一人暮らしをし

ている人、お父さん、またはお母さんと二人で暮らしている人、

兄弟姉妹、おばあちゃんおじいちゃんたちと、大勢で暮らして

いる人もいるでしょう。

　家族のあり方は様々です。家族とは、あなたにとってどんな

存在ですか？あなたは家族のことを考えたことがありますか？

　すれ違いばかりで、休日しか顔を合わせない家庭でも、いつ

も喧嘩ばかりでも、離れて暮らしていても、家族がいます。乳

児院の子どもたちにも、血の繋がりはなくとも大事に思ってく

れている家族がいます。

　一人でも、あなたを大切に思ってくれる人がいて、みんなで

心配し、みんなで喜び合う、それが家族なのではないでしょ

うか。

　大人は子どもを、子どもは育ててくれた人を、それぞれに、

家族として守る義務があります。ですから、誰にでも家族の一

●期　日：2016年５月19日（木）～22日（日）

●場　所：神戸YMCA余島野外活動センター

　　　　　　香川県小豆郡土庄町字余島
　　　　　　TEL : 0879－62－2241　FAX：0879－62－2240

●参加資格：１）国際ロータリー第2670地区（四国４

県）、第2680地区（兵庫県）のロータ

リークラブから推薦を受けた満20歳

以上（2016年５月19日現在）の男女

　　　　　　２）将来地域において中核的指導者を

　　　　　　　　目指す人

　　　　　　３）青少年の指導経験のある人

　　　　　　４）将来、青少年の活動の指導を志す人

　　　　　※但し、全期間受講可能なことが必須です。
　　　　　　なお、本セミナーの受講は計２回までとします。

●集　合：５月19日（木）午後２時　現地
　　　　　※昼食は済ませて集合してください。

国際ロータリー第2670地区ガバナー　山 田 戒 乘
国際ロータリー第2680地区ガバナー　丸 尾 研 一

員として役割があります。普段は空気のような存在かもしれま

せんが、家族のために頑張るぞと思う事、そこから自分も成長

するのです。

　社会の中で、家族は最小単位です。社会の一員である前に家

族の一員であるのですから、健全な家族が集まって、健全なコ

ミュニティーが出来上がります。

　ここ余島で、自分の家族と離れて、新しい仲間たちと、新し

い家族を作りましょう。そして血の繋がりがない家族もあるこ

とを実感してみましょう。そして、家に帰った時に、また新た

に自分の家族を思い、自分の役割を考え直す機会になれば幸い

です。

　最後に、ここに集まる皆さんは、ロータリーファミリーです。

●解　散：５月22日（日）午後１時　現地

●参加費：受講生　50,000円

　推薦クラブが負担しますので受講生の負担は　　

　ありません。交通費は受講生がご負担下さい。

　　　　　ロータリアン　登録料5,000円の外に

　　　　　　１泊（３食）につき15,000円、もしくは

　　　　　　日帰り10,000円を加算

●申込方法：

　１．推薦ロータリークラブが見つからない場合は事

務局がサポート・ロータリークラブを決定し、参

加要綱とともにお知らせいたします。

　２．各ロータリークラブは３月31日（木）までに各

地区ガバナー事務所までお申し込みください。

●申込先：各地区ガバナー事務所

■ 略歴

伊丹ロータリークラブ会員
昭和２７年関西学院大学法学部卒
弁護士（民事）
学校法人大阪学園理事長、社会福祉法人伊丹社会事業協会理
事長を兼職する。1990-91年度RI第268地区（現２６８０地区）ガ
バナー、1992-93年度RI規定審議会代議員を勤める。その他、各
地区大会ＲＩ会長代理６回、各地区大会記念講演講師、各地区大
会パネリスト、各地区セミナー講師、各地区IM講師等々。

■ 略歴

神戸大学 国際文化研究科
後期博士課程
米山奨学生

ミコ人対、族家「 マーテ究研 ュニケーション」 相づちの研究

■ 略歴

姫路ロータリークラブ会員
昭和44年京都大学法学部卒
弁護士（民事）
2002-03年度RI2680地区ガバナー
2007-10年 規定審議会代表議員
2007-08年 国際ロータリー研修リーダー
2010年9月～ 一般社団法人ロータリーの友事務所代表理事・
ロータリーの友委員会委員長・現在特別顧問

■ 略歴

武庫川女子大学大学院 名誉教授
臨床教育学研究科
社会学博士、医学博士
１９６９年 関西学院大学社会学部卒
関西学院大学社会福祉学科および近畿大学医学研究科精神神
経科学等にて研鑽される。
日本医療社会事業協会理事

深川 純一 氏 羅 希 氏）iX ouL（ 

白石 大介 氏 安平 和彦 氏

RYLAは、1960年５月にオーストラリア・クイーンズランド

州で発祥し、1971年に国際ロータリーによって正式に採用さ

れたプログラムで、現在では、ロータリーのプログラムの中

で最も顕著かつ急速に発展しているプログラムの一つとなっ

ています。

国際ロータリーの理事会は、右記を盛り込んだコアカリキュ

ラム（中核となる科目）を推奨しています。

・リーダーシップの基本

・良きリーダーシップの倫理

・効果的なリーダーシップにおけるコミュニケーション・ス
キルの重要性

・問題解決と対立管理

・ロータリーとは何か、ロータリーは地域社会のために何を
行っているか

・自信と自尊心の育成

・地域社会と国際社会の一員としての要素
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地区大会　　　　　　　　第１日目　2016年3月12日（土）　神戸ポートピアホテル／大輪田の間PHOTO ALBUM 地区大会　　　　　　　　第２日目　2016年3月13日（日）　ポートピアホールPHOTO ALBUM

■会長・幹事会及び地区指導者育成セミナー ■青少年の集い

■エクスカーション

■RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

■本会議

■会員・家族懇親会 ■大会特別委員会■多様化イベント
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コーディネーターニュース　
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ローターアクト地区年次大会のお知らせ　

　RIシニアリーダーや各地区のガバナーが毎年度、本年度は「会員純増」目標として、各クラブ１名とか２名、或は３％

とか５％といった数値目標を掲げて参りました。しかしながら、達成が簡単と思われるようなこの様な数値目標が、過去

10年スパンの日本の会員数動向を見ますと、実際には達成が難しく、長期的にはマイナストレンドが続いています。

　ロータリーのトップリーダーとしては、その立場上、会員増強の毎年度の数値目標を掲げないわけにはいかないことは

理解できますが、その純増に必要な数名をなぜ達成出来なかったのか、その分析と今後達成可能な方法論を示せなかった

ことが、結果的に継続的な純減を招いたとも言えます。

　会員増強がトップリーダーの掛け声だけで達成できたのは過去の産物かもしれません。日本では少子高齢化社会が早い

スピードで進行してゆきます。働き手の65歳以下の職業人は10数年後には３人に１人となります。その様な変化が激し

い現代社会では、特に若年層の生活感が多様化しています。ジョン・ジャームRI次年度会長は、会員51名以上のクラブ

においては40歳以下の会員を４名以上、50名以下のクラブでは２名以上入会出来るようにしてくださいと提唱されてい

ますが、果たしてクラブ運営費が高い日本の都市型クラブへ入会可能な若年層の会員候補者が何名あるかです。各クラブ

の現状では高いハードルと思われます。

　会員基盤を強化するには、各クラブが従来のクラブ運営方法やコストなどの基礎的な条件を見直し、若年層の人々が入

会出来るように「クラブの体質」そのものを徐々にでも変えて行かなければクラブ会員の高齢化が進む一方で、会員の若

返り、世代交代が停滞します。

　各クラブの「インフラ整備」なくして会員増強はあり得ない時代になっているのではないでしょうか。しかしながら

ロータリークラブの運営管理システムは「単年度制」ですから、クラブの「インフラ整備」には少なくとも３－５年間の

スパンで継続的に整備して行かなければ、成果が表れてきません。急がば回れです。

　第2660地区においては、この様な考え方をベースに81の各クラブが「クラブ戦略計画委員会」を立上げ、各クラブ独

自の中長期の戦略計画の立案と推進を図るべく取組んでおります。本年度中に既に78％のクラブが「クラブ戦略計画委

員会」立上げておりますので、数年以内に全クラブによるBottom-upの力で会員基盤が強化される方向へ進むことを期

待しております。

第3ゾーン　ロータリーコーディネーター補佐　横山守雄（大阪中央）

コーディネーターニュース4月号
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地区委員会報告　地区行事報告　

第７回クラブ奉仕委員会

　丸尾ガバナー、瀧川ガバナーノミニー、番所委員長はじ

め15名の出席のもと委員会が開催された。

　前回に引き続き今後の委員会活動について話し合った。

　クラブ奉仕セミナーでも取り上げられた「例会の60％

ルール」について、各クラブへアンケート調査を実施する

ことになった。２月中にアンケートを配信し、３月中に回

答要請する。４月の委員会で内容を取りまとめ、５月中に

各クラブへ報告する予定。

クラブ奉仕委員会委員長　番所　利行（洲本）

1月27日（水）◆神戸ベイシェラトンホテル小会議室

第４回多様化小委員会

　第４回多様化小委員会が、ガバナー事務所会

議室にて行われ、委員会活動計画の一つである

2015-16年度版リーフレット「Enjoy pure Rotary 

未来を創ろう！」を決定し作製に入る。リーフ

レットは、地区大会で開催される多様化イベン

ト、青少年の集い等で配布する。また、多様化

イベント「ロータリーの多様性を考える」のパ

ネルディスカッションにおけるテーマ、及びトータライザーを利用する設問について意見交換がなされ、

次回の委員会で引き続き協議を重ねていく。イベント用配布資料についても事前に各クラブへデータ送

信することとなった。

多様化小委員会委員長　梅原　可奈子（西宮夙川）

2月18日（木）◆ガバナー事務所会議室

　当地区では初めての危機管理セミナーは、標記の

要領により、丸尾研一ガバナー、室津義定ガバナー

エレクト、瀧川好庸ガバナーノミニー外合計133名

の出席を得て開催されました。セミナーは丸尾ガ

バナーの挨拶の後、滝澤功治直前ガバナーによる基

調講話があり、黒田建一危機管理委員長による危機

管理概説、坂東隆弘委員（青少年奉仕委員長）によ

る危機管理マニュアル解説をもって第１部を終わり

ました。第２部は地区関係とクラブ関係プログラム

に関する危機管理事例解説が黒田委員長、坂東委員

と青少年奉仕委員会の小委員長（大江与喜子

RYLA、武田寿子青少年交換、三木健義IA，中本広

◆地区危機管理セミナー

危機管理委員会委員長　黒田　建一　（西宮夙川）
2月11日（木・祝）◆神戸商工会議所神商ホール

太郎RA）によってなされました。第３部では、医

師として危機管理委員会の外部委員をされている橋

本健志先生、小林和先生から講評を兼ね精神医学の

見地からのレクチャーを頂き、安平和彦パストガバ

ナー（委員）による講評があり、室津ガバナーエレ

クトの挨拶をもって閉会となりました。

　ロータリーにおける危機管理とは何かについては

未だ充分認識されていない中、当地区として初めて

のセミナーは、今後どのクラブも避けて通ることの

出来ない危機管理の理解の一助になったかと思いま

す。今後各クラブでは、個別のプログラムを通して、

危機管理対策を立てて頂ければと思います。

◆お詫びと訂正
　2016年１月出席報告で、神戸北ロータリークラブの女性会員数は２人、地区の女性会員数は105人と掲
載しましたが、正しくは神戸北ロータリークラブの女性会員数は１名、地区の女性会員数は104人です。

バ ナ ー 事 務 所 か ら の お 知 ら せガ
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ご入会おめでとうございます（敬称略・クラブ順）　

大学教員
1/13入会

定藤　繁樹
人材派遣サービス

3/3入会

石野　和也
建設業
2/1入会

藤川　泰章

宝　塚　中 加古川中央 あわじ中央
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金属リサイクル業
7/15入会

萩野　清秀

宝　　　塚

ご協力に感謝します（敬称略・クラブ順）
大口寄付者

（尼崎西）

大工工事業
1/13入会

横山　健彦

米山功労者メジャードナー（10回）

（甲子園）
佐々木孝佳

米山功労者（8回）米山功労者（8回）

米山功労者（4回）

（小野加東）
増村　道雄

（小野加東）
小西　龍機

（小野加東）
吉田　長生

（宝塚）
小西　浩之

（小野加東）
田村　彰敏

米山功労者メジャードナー（16回）

（三木） （三木）
西津　健一井本　　太

米山功労者（5回）

（三木）
小山　幸夫

（神戸）
上島　達司

米山功労者（8回）

米山功労者（2回）

（三木）
稲田　三郎

米山功労者（1回）

石井　良昌

地方銀行
2/8入会

若林　勝也

姫　路　南

米山功労者（5回）

（小野加東）
宮岡　督修

豊　　　岡姫　　　路

ポールハリス・フェロー

ポールハリス・ソサエティー

（伊丹有明）
藤井　良夫

（三木）
小山　幸夫

（三木）
三宅　哲正

（三木）
前田　静也

米山功労者（1回）

姫　路　西

（小野加東）
増村　道雄

米山功労者（9回）

（甲子園）
佐々木孝佳

米山功労者メジャードナー（11回）

大口寄付者

（甲子園）
井上　晃一

米山功労者（2回）

米山功労者（2回）ポールハリス・フェロー

ベネファクター

ポールハリス・フェロー

米山功労者（3回）

マルチプル・ポールハリス・フェロー

米山功労者（4回） 米山功労者（2回）

（三木）
宮永　昌明

米山功労者（4回）

ゴルフ場
1/27入会

桑原　伸幸
新聞発行
3/4入会

西　　栄一

相　　　生 豊　　　岡

（甲子園）
佐々木孝佳

マルチプル・ポールハリス・フェロー
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　川西英画伯の「兵庫百景」は昭和37年1月から毎日曜日の神戸新聞夕刊紙上に多色刷りとして一景ずつ100回連載されました。
　本年度は、この「兵庫百景」より兵庫県を代表する景色を抜粋掲載させていただきたいと思います。なお、MEMOは「兵庫百
景」より引用させていただき、旧呼称は現呼称をカッコ内に付記いたしました。

本年度の表紙

MEMO
　阪急宝塚線蛍ヶ池駅下車。徒歩で15分。昭和12年に起工され、14年２月完成。20年８月米軍に接収されたが、33年８月返
還、34年７月から国際空港となった。

❖今月の表紙　国際空港（伊丹）

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の
機会とすること。

　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ
仕事はすべて価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリア
ン各自の職業を高潔なものにすること。

　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、
また事業および社会生活において、
日々、奉仕の理念を実践すること。

　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界
的ネットワークを通じて、国際理解、
親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的 ロータリーの行動規範

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。

　１）個人として、また事業において、高潔さ
と高い倫理基準をもって行動する。

　２）取引の全てにおいて公正に努め、相手と
その職業に対して尊重の念をもって接
する。　

　３）自分の職業スキルを生かして、若い人び
とを導き、特別なニーズを抱える人びと
を助け、地域社会や世界中の人びとの生
活の質を高める。

　４）ロータリーやほかのロータリアンの評判
を落とすような言動は避ける。　

月 地 区 活 動 予 定

15：00～
13：30～
　9　：30～

18：30～
16：00～
14：30～
10：30～
13：00～
13：00～
18：30～
14：00～
16：00～
14：00～
10：00～
17：00～
10：00～

第３回研修委員会
阪神第３グループ　ＩＭ
第３回青少年交換委員会並びに
　ホストファミリー・カウンセラー会議
第３回RYLA小委員会
第６回ポリオプラス小委員会
阪神第2グループ　ＩＭ
第7回米山奨学委員会
2016学年度米山記念奨学生・カウンセラーオリエンテーション
国際ロータリー第2680地区ローターアクト指導者育成セミナー
第２回インターアクト小委員会
ロータリー理解研修
第９回世界社会奉仕委員会
RYLAカウンセラーミーティング
IYFR神戸フリートJAPAN　春の懇親会
第８回クラブ奉仕委員会
2016年地区研修・協議会

ガバナー事務所会議室
三田ホテル
神戸三宮東急REIホテル
　　　　　　３階メイプル・ローズ
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
ノボテル甲子園
三宮グランドビル　２号室
三宮グランドビル　３号室
こうべまちづくり会館　２階ホール
ガバナー事務所会議室
姫路・西はりま地場産業センター　９Ｆ　901会議室
ガバナー事務所会議室
余島野外活動センター
洲本市由良町
ガバナー事務所会議室
神戸ポートピアホテル

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所

4

１日(金)
２日(土)
３日(日)

６日(水)
７日(木)
９日(土)
10日(日)

15日(金)
16日(土)
18日(月)
23日(土)～24日(日)
24日(日)
27日(水)
29日(金･祝)

故　黒田　信次　氏（相生）
３月21日　享年82歳

故　西澤　寛　氏（芦屋）
３月16日　享年82歳

訃 報

◆　◆　◆　◆　◆　ロータリー文庫　◆　◆　◆　◆　◆
〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3階

TEL（03）3433－6456・FAX（03）3459－7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　　休館：土日祝日 

職 業 奉 仕 を 学 ぶ
◎「会社は誰のものか」 深川　純一　2015　16p（職業奉仕を学ぶ）
◎「企業の社会的責任（CSR）について」 安平　和彦　2015　10p（職業奉仕を学ぶ）
◎「職業奉仕月間に思うロータリーのこころ」 中谷　研一　2016　 3p（D.2550月信） 
◎「職業奉仕月間について思う事」 梅津　敏光　2016　 1p（D.2800月信）
◎「職業奉仕活動の実例」 保延　輝文　2016　 2p（D.2820月信）
◎「職業奉仕月間に因んで　新入会に向けて」 福田　武男　2015　 4p（D.2510月信）
◎「職業奉仕について」 岩田　勝美　2016　 1p（D.2630月信）
◎「『四つのテスト』は職業奉仕の哲学」 坂本　俊雄　2015　 3p（ロータリーへの私の想い）

［上記申込先：ロータリー文庫］

文　庫　通　信（342号）

故　小林　恒　氏（芦屋）
２月23日　享年72歳
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米山功労者（1回）

姫　路　西

（小野加東）
増村　道雄

米山功労者（9回）

（甲子園）
佐々木孝佳

米山功労者メジャードナー（11回）

大口寄付者

（甲子園）
井上　晃一

米山功労者（2回）

米山功労者（2回）ポールハリス・フェロー

ベネファクター

ポールハリス・フェロー

米山功労者（3回）

マルチプル・ポールハリス・フェロー

米山功労者（4回） 米山功労者（2回）

（三木）
宮永　昌明

米山功労者（4回）

ゴルフ場
1/27入会

桑原　伸幸
新聞発行
3/4入会

西　　栄一

相　　　生 豊　　　岡

（甲子園）
佐々木孝佳

マルチプル・ポールハリス・フェロー
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　川西英画伯の「兵庫百景」は昭和37年1月から毎日曜日の神戸新聞夕刊紙上に多色刷りとして一景ずつ100回連載されました。
　本年度は、この「兵庫百景」より兵庫県を代表する景色を抜粋掲載させていただきたいと思います。なお、MEMOは「兵庫百
景」より引用させていただき、旧呼称は現呼称をカッコ内に付記いたしました。

本年度の表紙

MEMO
　阪急宝塚線蛍ヶ池駅下車。徒歩で15分。昭和12年に起工され、14年２月完成。20年８月米軍に接収されたが、33年８月返
還、34年７月から国際空港となった。

❖今月の表紙　国際空港（伊丹）

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の
機会とすること。

　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ
仕事はすべて価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリア
ン各自の職業を高潔なものにすること。

　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、
また事業および社会生活において、
日々、奉仕の理念を実践すること。

　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界
的ネットワークを通じて、国際理解、
親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的 ロータリーの行動規範

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。

　１）個人として、また事業において、高潔さ
と高い倫理基準をもって行動する。

　２）取引の全てにおいて公正に努め、相手と
その職業に対して尊重の念をもって接
する。　

　３）自分の職業スキルを生かして、若い人び
とを導き、特別なニーズを抱える人びと
を助け、地域社会や世界中の人びとの生
活の質を高める。

　４）ロータリーやほかのロータリアンの評判
を落とすような言動は避ける。　

月 地 区 活 動 予 定

15：00～
13：30～
　9　：30～

18：30～
16：00～
14：30～
10：30～
13：00～
13：00～
18：30～
14：00～
16：00～
14：00～
10：00～
17：00～
10：00～

第３回研修委員会
阪神第３グループ　ＩＭ
第３回青少年交換委員会並びに
　ホストファミリー・カウンセラー会議
第３回RYLA小委員会
第６回ポリオプラス小委員会
阪神第2グループ　ＩＭ
第7回米山奨学委員会
2016学年度米山記念奨学生・カウンセラーオリエンテーション
国際ロータリー第2680地区ローターアクト指導者育成セミナー
第２回インターアクト小委員会
ロータリー理解研修
第９回世界社会奉仕委員会
RYLAカウンセラーミーティング
IYFR神戸フリートJAPAN　春の懇親会
第８回クラブ奉仕委員会
2016年地区研修・協議会

ガバナー事務所会議室
三田ホテル
神戸三宮東急REIホテル
　　　　　　３階メイプル・ローズ
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室
ノボテル甲子園
三宮グランドビル　２号室
三宮グランドビル　３号室
こうべまちづくり会館　２階ホール
ガバナー事務所会議室
姫路・西はりま地場産業センター　９Ｆ　901会議室
ガバナー事務所会議室
余島野外活動センター
洲本市由良町
ガバナー事務所会議室
神戸ポートピアホテル

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所

4

１日(金)
２日(土)
３日(日)

６日(水)
７日(木)
９日(土)
10日(日)

15日(金)
16日(土)
18日(月)
23日(土)～24日(日)
24日(日)
27日(水)
29日(金･祝)

故　黒田　信次　氏（相生）
３月21日　享年82歳

故　西澤　寛　氏（芦屋）
３月16日　享年82歳

訃 報

◆　◆　◆　◆　◆　ロータリー文庫　◆　◆　◆　◆　◆
〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3階

TEL（03）3433－6456・FAX（03）3459－7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　　休館：土日祝日 

職 業 奉 仕 を 学 ぶ
◎「会社は誰のものか」 深川　純一　2015　16p（職業奉仕を学ぶ）
◎「企業の社会的責任（CSR）について」 安平　和彦　2015　10p（職業奉仕を学ぶ）
◎「職業奉仕月間に思うロータリーのこころ」 中谷　研一　2016　 3p（D.2550月信） 
◎「職業奉仕月間について思う事」 梅津　敏光　2016　 1p（D.2800月信）
◎「職業奉仕活動の実例」 保延　輝文　2016　 2p（D.2820月信）
◎「職業奉仕月間に因んで　新入会に向けて」 福田　武男　2015　 4p（D.2510月信）
◎「職業奉仕について」 岩田　勝美　2016　 1p（D.2630月信）
◎「『四つのテスト』は職業奉仕の哲学」 坂本　俊雄　2015　 3p（ロータリーへの私の想い）

［上記申込先：ロータリー文庫］

文　庫　通　信（342号）

故　小林　恒　氏（芦屋）
２月23日　享年72歳



クラブ名 2015年
7月1日

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中

　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神 戸 有 馬
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神戸ハーバー
神 戸 西 神
神　戸　中
　小　計

例会数

5
3
3
4
3
4

3
4
4
3
3

4
4
4
4
5
3

5
4
4
4
3
3
4
5

3
4
5
2
5
4
4

4
4
4
3
4
3
4

当月末 増減
平均出席率
％

82.04
98.41
98.20
93.91
90.11
82.60
90.88
89.39
97.63
96.91
96.47
97.77
95.63
100.00
81.73
86.59
87.39
84.98
84.00
87.45
94.78
89.33
100.00
90.02
87.23
100.00
86.01
100.00
93.42
87.27
87.49
87.73
88.89
81.84
85.00
87.50
86.53
90.67
96.11
87.64
89.79
100.00
99.20
90.13
93.36

阪
神
第
二
　
　
６

阪
神
第
三
　
　
　
８

神
戸
第
一
　
　
　
７

神
戸
第
二
　
　
　
７

明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計
　73RC

東
播
第
一
　
４

東
播
第
二
　
　
５

東
播
第
三
　
　
５

淡
　
　
　
路
　
　
５

西
播
第
一
　
　
６

但
　
　
　
　
馬
　
　
５

西
播
第
二
　
４

クラブ名 2015年
7月1日

会 員 数

例会数

3
3
4
4

4
4
3
4
4

3
4
4
4
5

4
4
3
4
4

4
5
4
5
3
3

2
4
3
3

4
4
4
4
3

当月末 増減 女性
平均出席率
％

81.50
99.02
92.55
93.23
73.26
94.59
84.98
95.60
98.10
90.66
92.79
97.09
98.80
96.00
97.71
98.70
97.66
83.95
91.66
98.25
90.43
95.24
91.91
92.58
97.46
83.82
100.00
85.06
100.00
93.15
91.03
100.00
97.67
100.00
97.18
97.92
81.66
96.00
94.05
92.42
92.41
91.20

34
40
43
37
33
23
210
42
34
28
23
18
145
54
48
40
41
28
25
236
22
21
46
49
33
7
33
21
232
155
109
32
10
82
15
22
425
56
34
29
31
12
36
40
238

37
42
44
38
34
23
218
44
34
27
22
17
144
54
48
40
39
27
25
233
23
20
45
48
35
7
34
23
235
155
109
33
9
78
14
22
420
54
34
26
31
12
39
39
235

3
2
1
1
1
0
8
2
0
-1
-1
-1
-1
0
0
0
-2
-1
0
-3
1
-1
-1
-1
2
0
1
2
3
0
0
1
-1
-4
0
0
-5
-2
0
-3
0
0
3
-1
-3

◆クラブ数………………………………　 73RC
◆2015年7月1日　クラブ会員数……2,833人
◆2016年2月末 　クラブ会員数……2,854人

◆2016年2月末女性会員数………………　104人
◆2016年2月平均出席率…………………91.20％
◆増　減………………………………………　21人増

国際ロータリー第2680地区　2016年2月出席報告

尼
　
　
　
　
崎 

　
　
６

阪
神
第
一
　
　
５

合計

49
41
44
24
158
42
75
55
45
14
231
55
39
37
45
33
209
36
26
19
36
18
135
83
81
73
75
31
5

348
41
39
49
24
153
34
21
18
18
22
113

2,833

46
40
47
24
157
40
74
56
45
15
230
55
42
39
45
31
212
38
27
21
37
21
144
90
83
75
72
29
5

354
40
41
51
24
156
35
22
16
21
22
116

2,854

-3
-1
3
0
-1
-2
-1
1
0
1
-1
0
3
2
0
-2
3
2
1
2
1
3
9
7
2
2
-3
-2
0
6
-1
2
2
0
3
1
1
-2
3
0
3
21

0
1
0
0
1
3
0
0
2
1
6
0
1
2
2
0
5
1
4
0
0
0
5
0
0
2
2
0
0
4
0
2
4
7
13
1
0
0
0
1
2

104

HYOGOロータリー
E ク ラ ブ

事務所
〒651-0087  兵庫県神戸市中央区御幸通8-1-6 神戸国際会館16階
TEL：078-221-1000　FAX：078-221-1013
E-mail maruo2680@sage.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  丸 尾　研 一

女性

1
0
0
2
4
1
8
0
5
0
3
0
8
0
0
2
5
1
6
14
2
0
0
0
0
0
9
5
16
0
0
3
0
0
0
3
6
5
0
1
5
0
2
3
16
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